
地域委員会活動の促進（市民活動センターと連携） 

 

（１）地域委員会活動代表者・事務局長交流会の開催 

 各地域委員会の代表・事務局長同士の情報交換・交流の場として、下記のとおり開催し

ました。 

開催日時  平成２９年６月１３日（火） 

開催場所  関市役所６階 大会議室 

 参 加 者  ２９名 

内  容  ・各地域の平成２９年度の一押し事業、活動における課題を発表 

 

（２）地域円卓会議（部会別交流会）の開催 

部会別に交流会を行ことにより、気づきを発見していただき、より良い地域委員会活動に

つなげていただこうと、下記のとおり開催しました。 

【第１回】テーマ「防犯防災」 

各地域における「防犯防災」の意見交換などを行い、他地域の取り組みなどを知ること

により、より良い活動につながることを目的として開催 

開催日時  平成２９年７月２６日（水） 

開催場所  関市役所６階 大会議室 

参 加 者  ２９名 

 内  容  ・各地域の犯罪件数、交通事故件数などを数字で紹介 

・防犯の取り組みを３地域が発表 

・グループワークで現状の取り組みの共有 

 

【第２回】テーマ「食」 

各地域における「食」について意見交換をして、地 

域独自の食の発見、新たな商品開発などにより、地域 

課題解決のための事業につながることを目的として開催 

 

開催日時  平成３０年１月２６日（金） 

開催場所  関市役所６階 大会議室 

参 加 者  ４４名 

内  容  ・グループワークにより、「食」で地域を活性化するため地域の方と関市地

域支援職員が合同でアイデアを出し合いました 

 

（３）地域委員会事業の棚卸し 

  倉知地域委員会において、事業の棚卸しを行い、スリム化などを行いました。 

 

資料３ 



●各地域委員会の特徴的な取り組み例 

富野ふれあいのまちづくり委員会・社会福祉協議会富野支部 

 【おとしより１１０番の家】 

  富野地域では、６５歳以上の世帯が全世帯の３割を超え、高齢者が安全・安心して

暮らすことができるまちづくりが必要となっています。高齢者が困ったときに立ち寄

る事ができる場所として、郵便局や農協、企業、個人の家など２０軒を「おとしより

１１０番の家」として設置し、地域で高齢者を見守る体制づくりをすすめています。 

 

富野ふれあいのまちづくり委員会 

 【現役ハンターに学ぶ鳥獣害対策講演会】 

獣害による農作物等の被害が課題となっており、鳥獣害対策の基本から捕獲、鳥獣

害から農地を守るコツを学ぶとともに、現地見学を行い、今後の地域住民の鳥獣害対

策につながる活動となりました。 

富野ふれあいのまちづくり委員会・社会福祉協議会富野支部 

 【お買いもの支援】 

  富野地区の移動手段がなく買い物に困る高齢者世帯を対象に、社会福祉協議会のワ

ゴン車を使用し、月２回、近隣のショッピングセンターに出かけるなどの買い物支援

を行っています。 

 

倉知ふれあいのまちづくり委員会 

 【学生とともにつくりあげる地域組織】 

中部学院大学の学生が、地域行事に参加するとともに地域振興計画の会議に参加し、

学生の地域参加を促進しています。関商工高校の生徒も、地域連携授業としてホーム

ページの開設に関わりました。 

板取ふれあいのまちづくり推進委員会 

 【空き家対策事業】 

空き家問題が地域課題となっている板取地域で、空き家の全棟調査を実施し、持ち

主への意向調査を実施しました。今後の空き家対策事業につなげていきます。 

板取ふれあいのまちづくり推進委員会 

 【空き家対策事業】 

空き家問題が地域課題となっている板取地域で、空き家の全棟調査を実施し、持ち

主への意向調査を実施しました。今後の空き家対策事業につなげていきます。 



 

●地域づくり支援交付金の見直し 

  一律３００万を上限とした地域づくり支援交付金について、設立後３年を経過した地域

委員会を対象に交付する地域づくり支援交付金に、事業枠を設けました。 

  ○概要 若者、女性、子育て中の女性を対象にした事業、地域の課題等まちづくりに関

する話題をテーマにしたワークショップを開催した場合、事業枠として交付金

を交付。 

      「若者主体」20万円 「女性主体」20万円 「子育て応援」20万円 

      「ワークショップ」5万円 

  ○目的 地域委員会を、地域の多様な人が参加し意見が言える・集える場とするため 

 

 

【地域委員会活動の課題】 

 ・地域委員会活動のイベント型から課題解決型の事業への転換 

 ・地域支援職員の地域委員会への関わり方（１地区４人＋アドバイザー１人） 

   イベント要員となっている地域もあるため、いかに地域の課題解決に向けての取り組

みとしていけるか 

 ・社会福祉協議会との事業の分担 

田原みらいづくり協議会 

 【田原みんなのおうち】 

介護を必要としている方や家族、地域住民等が気軽に集まり交流する場として、民

家を使用し「みんなのおうち」を月に１回開催しています。介護専門職、大学生らも

協力して、楽しい時間を過ごすことができます。 

武芸川まちづくり委員会 

 【くらしのカレンダー発行】 

武芸川地域の行事ならすべて分かるカレンダーを作成、発行しています。１部５０

０円で販売しており、地域住民の方に大変好評を得ています。 


